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第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
項
中
「
第
七
十
条
の
六
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
」
を
加

え
、「
と
調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
（
同
条
第
一
項
」
を
「
、
調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
（
法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
」

に
、「
と
の
合
計
額
」
を
「
及
び
調
整
前
山
林
猶
予
税
額
（
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
納
税
猶

予
分
の
相
続
税
額
で
第
四
十
条
の
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）の
合

計
額
」
に
、「
法
第
七
十
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
金
額
（
当
該
経
営
承
継
相
続
人
等
が
相
続
税
法
第
十
八
条
か

ら
第
二
十
条
の
二
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
十
五
又
は
第
二
十
一
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
金
額
を
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
で
あ
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
て
計

算
し
た
金
額
）」を
「
当
該
経
営
承
継
相
続
人
等
が
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
と

し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
経
営
承
継
相
続
人
等
が
納
付
す
べ
き
相
続
税
の
額
」
に
改
め
、「
当
該
猶
予
可
能
税
額
か
ら
農

地
等
猶
予
税
額
（
」
を
削
り
、「
当
該
調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
」
を
「
当
該
調
整
前
株
式
等
猶
予
税
額
」
に
改
め
、「
を

い
い
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
控
除
し

た
残
額
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て

る
。

第
四
十
条
の
八
の
二
第
五
十
三
項
及
び
第
四
十
条
の
八
の
三
第
二
十
四
項
を
削
る
。

第
四
十
条
の
九
第
一
項
中
「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
又
は
第
七
十

条
の
七
の
二
第
一
項
」
に
、「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」
を
「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
五
号

又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」
に
、「
立
木
を
除
く
」
を
「
立
木
及
び
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
特
例
山
林
（
立
木
に
限
る
。）を
除
き
、
一
体
と
し
て
効
率
的
に
森
林
施
業
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
森
林

施
業
計
画
」
を
「
森
林
経
営
計
画
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
第
一
項
中
「
を
除
く
」
を
「
及
び
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
同
項
に
規

定
す
る
特
例
山
林
（
土
地
に
限
る
。）を
除
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
」
を

「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
」に
、「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」

を
「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
五
号
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
一
第
二
項
中
「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
又
は
第
七

十
条
の
七
の
二
第
一
項
」
に
、「
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」
を
「
、
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
五

号
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
三
第
一
項
中「（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）」を
削
る
。

第
四
十
条
の
十
九
第
五
項
第
一
号
中
「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
三
の
見
出
し
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事

業
（
次
項
に
お
い
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
と
い
う
。）に
お
い
て
同
法
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
お
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て

次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
七
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
及
び
構
造
が
良
好
な
居
住

環
境
の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
（
次
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
四
十
三
条
を
削
り
、
第
四
十
三
条
の
二
を
第
四
十
三
条
と
し
、
第
四
十
三
条
の
三
か
ら
第
四
十
三
条
の
五
ま
で
を

一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
十
四
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
十
第
一
項
中
「
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
六
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
八
の
見
出
し
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
」
に
、「
石
炭
が
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
天
然
ガ
ス

又
は
石
炭
が
」
に
、「
数
量
」
を
「
品
名
及
び
数
量
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
免
除
を
受
け
た
沖
縄
発
電
用
特
定
石

炭
」
を
「
免
除
を
受
け
た
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石

炭
の
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
の
品
名
、
品
名
ご
と
の
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭

の
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
の
品
名
及
び
品
名
ご
と
の
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
沖
縄
発
電

用
特
定
石
炭
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
」
を
「
沖
縄
発

電
用
特
定
石
炭
等
」
に
、「
数
量
」
を
「
品
名
、
品
名
ご
と
の
数
量
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石

炭
」
を
「
沖
縄
発
電
用
特
定
石
炭
等
」
に
、「
数
量
」
を
「
品
名
及
び
数
量
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
八
条
の
十
一
と

す
る
。

第
四
十
八
条
の
七
を
第
四
十
八
条
の
十
と
し
、
第
四
十
八
条
の
六
を
第
四
十
八
条
の
九
と
し
、
第
四
十
八
条
の
五
の

次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
特
定
の
用
途
に
供
す
る
石
炭
に
係
る
石
油
石
炭
税
の
軽
減
の
手
続
等
）

第
四
十
八
条
の
六

法
第
九
十
条
の
三
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
特
定
用
途
石
炭
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途

石
炭
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ろ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
該
引
き
取
ろ
う
と
す
る
特
定
用
途
石
炭
が
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
石
炭
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
旨
の
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
書
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
石
炭
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
財
務
大
臣

の
証
明
書
を
添
え
て
、
こ
れ
を
当
該
税
関
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

二

当
該
保
税
地
域
の
所
在
地

18

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
林
業
経
営
相
続
人
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。）

は
、
同
条
第
十
五
項
の
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
死
亡
し
た
日
の
直
前
の
経
営
報

告
基
準
日
（
当
該
林
業
経
営
相
続
人
が
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
相
続
税
の
申
告
書
の

提
出
期
限
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
経
営
報
告
基
準
日
ま
で
の
間
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
当
該
相

続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
）
の
翌
日
か
ら
当
該
死
亡
し
た
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
林
業
経
営
相
続
人
又
は
同

条
第
一
項
の
特
例
山
林
が
同
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
若
し
く
は
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に

掲
げ
る
場
合
又
は
同
条
第
四
項
の
譲
渡
等
を
し
た
場
合
若
し
く
は
同
項
の
路
網
未
整
備
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

た
場
合
に
該
当
す
る
事
由
の
有
無
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で

定
め
る
も
の
を
当
該
届
出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

19

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
条
第
九
項
又
は
第
十
五
項
の
届
出
書
に
は
、
第
十

六
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
当
該
届
出
書
を
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
届
出
期
限
又
は
同
条
第
十
五
項

に
規
定
す
る
免
除
届
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
事
情
の
詳
細
を
記
載
し
、
か
つ
、
第
十
六
項

又
は
前
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

20

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
四
項
に
お
い
て
相
続
税
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る

法
人
税
法
第
百
三
十
二
条
第
三
項
、
所
得
税
法
第
百
五
十
七
条
第
三
項
及
び
地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九

号
）
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
相
続
税
法
」
と
あ
る
の
は
、「
租
税
特

別
措
置
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
四
項
（
山
林
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
納
税
猶
予
）
に
お
い
て
準
用
す
る
相
続
税

法
」
と
す
る
。
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